
平成２７年度

未来の養父市を語る
タウンミーティング

～まち・ひと・しごと・ふるさと養父市創生総合戦略策定に向けて～

養父市



１．「地方創生」とは
（地方創生の必要性）



人口推移と将来推計（全国）
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東京圏への人口集中の動向

全国の人口 東京・千葉・神奈川の全国に対する構成比

現在

単位：千人

（東京圏とは、ここでは東京都、千葉県、神奈川県をいう。）

出典：国勢調査。ただし、2015年以降は社人研による推計人口



関係市町村 全 国 割 合

市町村数 ７９７ １，７２０ ４６．３％

人 口
（H22国調）

１，１３６万人 １２，８０６万人 ８．９％

面 積
（H22国調）

２２万平方km ３８万平方km ５８．７％

過疎地域の現状（全国）

出典：総務省 H２６年４月１日現在

過疎地域とは過疎地域自立促進特別措置法の一部を改正する法
律において、「人口の著しい減少に伴って地域社会における活力が
低下し、生産機能及び生活環境の整備等が他の地域に比較して低
位にある地域」です。養父市は全域が過疎地域です。



壊死する地方都市

消滅可能性都市８９６
―５２３は人口１万人以下―

出典：中央公論（2014年6月号）



２．「まち・ひと・しごと創生」とは



国が進める「まち・ひと・しごと創生」について

Ⅰ 人口問題に対する基本認識

• 人口減少時代の到来

• 人口減少は今後加速度的に進む

• 人口減少は地方から始まり、都市部へ広がっていく

• 人口減少による消費経済力低下は経済社会に大きな重荷となる

• 東京圏への人口の集中が、日本全体の人口減少に結びついている

Ⅱ 今後の基本的視点

• ３つの基本的視点

• 東京一極集中の是正

• 若い世代の就労・結婚・子育ての希望の実現

• 地域の特性に即した地域課題の解決

• 若い世代の結婚・子育ての希望に応える

Ⅲ 目指すべき将来の方向

• 地方創生がもたらす日本社会の姿

• 自らの地域資源を活用した、多様な地域社会の形成を目指す

• 地方創生が実現すれば、地方が先行して若返るとともに、地域が若く元気に

• 地方創生は日本創生であり、地方と東京圏がそれぞれの強みを活かし、日本全体を引っ張っていく



３．「総合戦略」とは
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養父市の人口推移と将来推計人口

出典：国勢調査（単位 人） ※2015年、2040年は兵庫県推計人口
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養父市の人口推移（人口ピラミッド）
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男 19,399人 女 21,341人全体 40,740人
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35～39
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男 12,191人 女 13,182人全体 25,373人

1965年（昭和40年） 2015年（平成27年）→ ５０年後 →

人口 40,740人
年少者人口 11,251人（27.6％）
高齢者人口 4,193人（10.3％）

人口 25,373人
年少者人口 2,878（11.3％）
高齢者人口 8,859（34.9％）

出典：国勢調査（1965年）、住民基本台帳（2015年）



養父市の人口推移（H7→H27） 地区別

凡例
国勢調査（1995年）
住民基本台帳（2015年）
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養父市の人口動態について
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出典：住民基本台帳

●自然動態

◆社会動態



○ 地域コミュニティの衰退
○ 公共交通・公共施設・医療機関の存続危機
○ 地域経済の縮小に伴う雇用の喪失
○ 生活関連事業の衰退
○ 地域文化の喪失
○ 地域の活力が失われることによる「負のスパイラル」

など・・。

養父市が抱える問題



養父市の対応

養父市の抱える問題
（人口減少、少子・高齢化による影響）

第2次 養父市総合計画

響きあう心 世界へ拓く 結の郷 やぶ
～学びと交流と居住のまち～

市政テーマ

地域の新たな生命を育むまち
～産業を育み、人を育む～

地方創生の視点で各種施策の展開

これら諸問題への対応



養父市第２次総合計画（H23～H32）

響きあう心 世界へ拓く 結の郷 やぶ
～学びと交流と居住のまち～

1 「生きる力」を生涯学ぶまち
・０歳からの一貫した教育環境づくり
・生涯学習・次世代育成の環境づくり など

2 人と自然と文化を活かし多くの人が訪れるまち
・文化・芸術の継承と育成
・交流・観光の振興 など

3 赤ちゃんからお年寄りまで安心して暮らせるまち
・子育てがしやすい環境づくり
・定住のための居住環境づくり など

4 意欲をもって働き、未来を拓くまち
・地域特性を活かした産業の創出・育成
・新規参入や後継が可能な農林業の仕組みづくり など

5 互いに協力し、支えあうまち
・コミュニティ活動の促進
・男女共同参画社会の促進 など

将来人口
26,000人

市民規模
30,000人



養父市「まち・ひと・しごと・ふるさと創生」について

まち・ひと・しごと・ふるさと養父市創生が目指すもの

地域の新たな生命を育むまち～産業を育み、人を育む～

• 安心して暮らしやすいまちを創り、いつまでも住み続けたいまち

• Ｕ・Ｉターン者など人材を受け入れる環境が整ったまち

• 若い世代が安心して結婚・出産・子育て出来る環境が整ったまち

• 安定した雇用を創出できるまち

総合計画に基づき、基本計画等と
の整合性を考慮しつつ、限られた
資金等の中で人口及び地域経済
に関する課題を解決するため、

施策の優先順位を明確にする必
要がある。



養父市創生総合戦略の策定

養父市人口ビジョン（将来人口推計） 養父市創生総合戦略のイメージ

人口の現状分析

•人口動向分析

•将来人口の推計と分析

•人口の変化が地域の将来に与える
影響の分析・考察

人口の将来展望

•将来展望に必要な調査・分析

•目指すべき将来の方向

•人口の将来展望

Ⅰ基本目標
① 安定した雇用の創出
② 新しい人の流れをつくる
③ 若い世代の結婚・出産・子育て

へのサポート
④ 安心・安全な暮らしを守る

Ⅱ基本的方向性

Ⅲ具体的施策
・重要業績評価指標(KPI)の設定
・PDCAサイクルの確立

養父市創生総合戦略とは養父市総合計画の
「雇用・労働」や「少子化対策」等について強化したもの



作戦会議（戦略策定委員会）
市役所

（養父市創生本部等）

① 事業の見直し（選択と集中）
② 関係機関との協議・調整
③ 作戦会議への施策提案
④ 予算の編成・執行
⑤ 施策の見直し

養父市創生総合戦略策定における推進体制

委員構成（20名程度）
・市民代表 ・関係団体 ・学識経験者 等

設置目的
養父市創生総合戦略の素案を作成する。

内容
・数回の会議開催により将来人口予想に対応する施策を選定
・市役所各部局との意見交換

調整・策定

市民意見の聴取等（案）
① タウンミーティングの実施
② 市民アンケートの実施 （無作為抽出、子育て世代、高校生、企業等）
③ 聞き取り調査
④ その他

養父市人口ビジョン
（人口の現状分析・将来展望）



市民の皆様からお聞きしたいテーマ

１．Ｕターン・Ｉターンなど人材の誘致・受け入れについて

２．しごとの創出について
（農林業、商工業、観光業、医療・健康福祉産業など）

３．若い世代の結婚・出産・子育てについて

４．安心して住み続けたいと思えるまちづくりについて

５．誇りを持てる養父市について（ふるさと意識の醸成）

６．交流人口を増やす方策について


